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◆
集
中
豪
雨
等
想
定
外
の
災
害
に
備
え
、

河
川
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
と
と
も

に
、
令
和
4
年
度
に
実
施
し
た
内
水
特

性
や
被
害
の
調
査
・
検
討
結
果
に
基
づ

き
、
排
水
ポ
ン
プ
車
の
追
加
整
備
、
固

定
型
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
検
討
を
行
い

ま
す
。

◆
市
通
学
路
安
全
対
策
協
議
会
や
町
会

と
連
携
を
図
り
、
通
学
路
の
危
険
箇
所

解
消
や
安
全
対
策
を
行
い
ま
す
。

◆
市
道
0
1
3
9
号
線
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
市
道
路
線
整

備
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
を
進
め
ま
す
。

◆
自
動
運
転
E
V
バ
ス
実
装
へ
の
取
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、乗
合
タ
ク
シ
ー

へ
の
A
I
運
行
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の

構
築
を
図
り
ま
す
。 安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

01

ここがポイントです！ 令和5年度の主要な取り組み

◆
市
内
バ
ス
停
で
自
由
に
乗
降
で
き
る

中
学
生
フ
リ
ー
パ
ス
を
配
布
（
全
国
初
）

し
、
公
共
交
通
の
活
用
促
進
に
努
め

ま
す
。

◆
要
支
援
者
を
対
象
に
非
常
持
出
用

リ
ュ
ッ
ク
を
配
布
し
、
避
難
行
動
の
円

滑
化
を
図
り
ま
す
。

◆
自
主
防
災
会
や
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
避
難
支

援
体
制
の
実
効
性
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◆
原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
計
画
の

実
効
性
向
上
の
た
め
、
令
和
４
年
度
に

実
施
し
た
福
島
県
へ
の
一
時
移
転
訓
練

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
新
た
な
地
区

を
対
象
と
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
他
自
治
体
と
の
合
同
訓
練
の
実

施
を
検
討
し
ま
す
。

◆
災
害
時
を
含
む
緊
急
時
の
水
道
水
安

定
供
給
の
た
め
、
ポ
ン
プ
場
自
家
発
電

設
備
の
新
設
や
老
朽
化
が
著
し
い
水
道

施
設
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

◆
四
季
の
丘
は
た
そ
め
区
域
公
共
下
水

道
の
抜
本
的
対
策
を
、
最
優
先
で
進
め

ま
す
。

（
１
）災
害
危
険
区
域
の
解
消

（
４
）高
齢
者
等

　
　

避
難
支
援
体
制
の
整
備

（
６
）上
下
水
道
・

　
　

公
共
下
水
道
の
整
備

（
５
）原
子
力
災
害
対
策　

（
２
）市
道
の
計
画
的
な
改
修

（
３
）高
齢
者
等
に
寄
り
添
っ
た

　
　

交
通
手
段
の
確
保

「安全安心なまちづくり」・「健康で快適な市民生活の実現」・「少子化人口減少対策」・「活力ある産業づくり」の4つ
の重点施策の推進と、「東部土地区画整理事業」・「市道0139号線真弓トンネルの整備」・「新総合体育館建設」の
3つのプロジェクトを着実に実現するために、重点施策のステップアップ予算により、「持続可能な魅力溢れるふる
さと常陸太田」の実現を目指します。
また、国が推進する「デジタル化」と「カーボンニュートラル」の取り組みについても力強く推進してまいります。

特 集

施政方針・当初予算の概要令和5年度
◆
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ト
レ
ー
ナ
ー

を
増
員
し
、
高
齢
者
宅
訪
問
や
、
商
業

施
設
で
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
を
進
め
ま
す
。

健
康
で
快
適
な

市
民
生
活
の
実
現

02
（
１
）健
康
寿
命
の
延
伸

◆
新
総
合
体
育
館
の
令
和
９
年
度
竣
工

に
向
け
て
、
実
施
設
計
お
よ
び
解
体
工

事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
管
理
運
営

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
町
田
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

本
体
工
事
を
行
い
、
令
和
7
年
中
の
竣

工
に
向
け
整
備
を
進
め
ま
す
。

（
2
）健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

　
　

を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
の

　
　

で
き
る
施
設
の
充
実

少
子
化
人
口
減
少
対
策

03
◆
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
型
相
談
支
援
を
充
実
さ
せ
、

支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
の
早
期
発
見
・

対
応
に
努
め
ま
す
。

◆
小
中
学
校
教
育
で
は
、
心
の
教
育
を

基
盤
と
し
た
教
育
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
不
登
校
や
問
題
行
動
等
へ
の

対
応
と
し
て
、Ｑ
Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
積
極
的
に
活

用
し
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

（
１
）ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

　
　

子
育
て
環
境
の
整
備

◆
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る

C
街
区
の
官
民
連
携
複
合
施
設
建
設
を

進
め
る
ほ
か
、
残
る
区
画
へ
の
企
業
誘

致
を
進
め
、
雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
３
）魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

（
２
）教
育
活
動
の
充
実

「持続可能な魅力溢れるふるさと常陸太田」
  をつくる

3 2
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◆
新
規
就
農
者
等
に
対
す
る
初
期
投
資

費
用
等
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
高
収

益
作
物
栽
培
へ
の
転
換
や
経
営
拡
大
を

行
う
生
産
者
を
支
援
し
、
生
産
基
盤
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
空
き
店
舗
改
修
補
助
や
自
治
金
融
制

度
等
の
利
子
補
給
事
業
お
よ
び
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、

市
内
企
業
の
販
路
拡
大
や
経
営
革
新
、

D
X
等
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◆
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
を
中
心
と
し

た
販
路
拡
大
や
、
農
産
物
の
高
品
質
化
、

畜
産
農
家
の
生
産
性
向
上
等
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
貨
客
混
載
事
業
に
よ
る

販
路
拡
大
を
進
め
ま
す
。

◆
民
有
林
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
経
費
補
助
を

拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
市
有
林
に
つ
い

て
は
、
市
内
林
業
経
営
体
と
新
た
な

協
定
を
締
結
し
、
適
正
な
管
理
に
努

め
ま
す
。

◆
日
立
市
、
大
子
町
、
関
東
経
済
産
業

局
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
商

工
業
の
振
興
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
国
内
観
光
需
要
回
復
に
対
応
す
る
た

め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
旅
行
券
発
行
や
団

体
旅
行
支
援
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
積
極
的
な
活

用
を
図
り
ま
す
。

◆
茨
城
空
港
へ
の
台
湾
定
期
便
再
開
・

韓
国
ソ
ウ
ル
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航
な
ど

に
よ
り
期
待
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
に
向
け
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）地
域
振
興
担
い
手
支
援

（
３
）商
工
業
の
振
興

（
４
）交
流
人
口
拡
大

（
２
）農
林
畜
産
業
の
振
興

活
力
あ
る

産
業
づ
く
り

04

◆
第
４
次
環
境
基
本
計
画
に
併
せ
、
第
３
次
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
や
気
候
変
動
に
適
応
す
る

計
画
を
策
定
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

◆
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
基
金
の
活
用
に
よ

り
、
市
民
等
の
活
動
に
対
し
顕
彰
を
行
い
、
広
く

意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

取
り
組
み

◆
市
の
情
報
や
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
行
政
情
報

ア
プ
リ
の
周
知
を
進
め
ま
す
。

◆
ア
プ
リ
と
デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ド
を
併
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

（
県
内
初
）
し
、
地
域
内
経
済
の
好
循
環
の
創
出

お
よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
を
図
り

ま
す
。 デ

ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み

国
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る

重
要
ポ
イ
ン
ト
！

特別会計・企業会計の内訳

一般会計歳出の内訳

一般会計歳入の内訳

会 計 区 分

特 

別 

会 

計

金　額 会 計 区 分 金　額
53億9,079万円国民健康保険

8億8,063万円後期高齢者医療

60億1,084万円介護保険
122億8,226万円小　計

公
営
企
業
会
計

19億6,710万円水道事業
1億3,851万円工業用水道事業

6億32万円簡易水道事業
22億8,412万円下水道事業等
49億9,005万円小　計

特別会計・
公営企業会計の

内訳

前
述
の
事
業
の
推
進
に
加
え
、
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

の
概
要

当
初
予
算

令和
5年度その他

25億8,143万円

市債
16億4,590万円

繰入金
21億1,513万円

国県支出金
44億267万円

地方交付税
91億7,900万円

地方譲与税
3億5,330万円

市税
51億7,557万円

合計
254億5,300万円

合計
254億5,300万円

公債費
23億7,234万円

その他
5,001万円

議会費
1億9,687万円

総務費
31億6,932万円

民生費
82億2,773万円

衛生費
20億6,042万円農林水産業費

9億5,083万円

商工費
8億4,794万円

土木費
33億6,651万円

教育費
27億7,498万円

消防費
14億3,605万円

一般会計  254億5,300万円
 172億7,231万円

427億2,531万円

……
……

……

2.8%↑
特別会計・公営企業会計 5.6%↓

予算総計 0.8%↓

前年度比：
前年度比：

前年度比：

＊表中の数値については、万円単位に四捨五入しているので、金額・合計等が一致していない場合があります。
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◆
新
規
就
農
者
等
に
対
す
る
初
期
投
資

費
用
等
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
高
収

益
作
物
栽
培
へ
の
転
換
や
経
営
拡
大
を

行
う
生
産
者
を
支
援
し
、
生
産
基
盤
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
空
き
店
舗
改
修
補
助
や
自
治
金
融
制

度
等
の
利
子
補
給
事
業
お
よ
び
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、

市
内
企
業
の
販
路
拡
大
や
経
営
革
新
、

D
X
等
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◆
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
を
中
心
と
し

た
販
路
拡
大
や
、
農
産
物
の
高
品
質
化
、

畜
産
農
家
の
生
産
性
向
上
等
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
貨
客
混
載
事
業
に
よ
る

販
路
拡
大
を
進
め
ま
す
。

◆
民
有
林
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
経
費
補
助
を

拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
市
有
林
に
つ
い

て
は
、
市
内
林
業
経
営
体
と
新
た
な

協
定
を
締
結
し
、
適
正
な
管
理
に
努

め
ま
す
。

◆
日
立
市
、
大
子
町
、
関
東
経
済
産
業

局
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
商

工
業
の
振
興
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
国
内
観
光
需
要
回
復
に
対
応
す
る
た

め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
旅
行
券
発
行
や
団

体
旅
行
支
援
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
積
極
的
な
活

用
を
図
り
ま
す
。

◆
茨
城
空
港
へ
の
台
湾
定
期
便
再
開
・

韓
国
ソ
ウ
ル
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航
な
ど

に
よ
り
期
待
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
に
向
け
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）地
域
振
興
担
い
手
支
援

（
３
）商
工
業
の
振
興

（
４
）交
流
人
口
拡
大

（
２
）農
林
畜
産
業
の
振
興

活
力
あ
る

産
業
づ
く
り
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◆
第
４
次
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基
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計
画
に
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せ
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第
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地
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温
暖
化
対
策
実
行
計
画
や
気
候
変
動
に
適
応
す
る

計
画
を
策
定
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

◆
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
基
金
の
活
用
に
よ

り
、
市
民
等
の
活
動
に
対
し
顕
彰
を
行
い
、
広
く

意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

取
り
組
み

◆
市
の
情
報
や
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
行
政
情
報

ア
プ
リ
の
周
知
を
進
め
ま
す
。

◆
ア
プ
リ
と
デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ド
を
併
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

（
県
内
初
）
し
、
地
域
内
経
済
の
好
循
環
の
創
出

お
よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
を
図
り

ま
す
。 デ

ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み

国
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る

重
要
ポ
イ
ン
ト
！

特別会計・企業会計の内訳

一般会計歳出の内訳

一般会計歳入の内訳

会 計 区 分

特 

別 

会 

計

金　額 会 計 区 分 金　額
53億9,079万円国民健康保険

8億8,063万円後期高齢者医療

60億1,084万円介護保険
122億8,226万円小　計

公
営
企
業
会
計

19億6,710万円水道事業
1億3,851万円工業用水道事業

6億32万円簡易水道事業
22億8,412万円下水道事業等
49億9,005万円小　計

特別会計・
公営企業会計の

内訳

前
述
の
事
業
の
推
進
に
加
え
、
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

の
概
要

当
初
予
算

令和
5年度その他

25億8,143万円

市債
16億4,590万円

繰入金
21億1,513万円

国県支出金
44億267万円

地方交付税
91億7,900万円

地方譲与税
3億5,330万円

市税
51億7,557万円

合計
254億5,300万円

合計
254億5,300万円

公債費
23億7,234万円

その他
5,001万円

議会費
1億9,687万円

総務費
31億6,932万円

民生費
82億2,773万円

衛生費
20億6,042万円農林水産業費

9億5,083万円

商工費
8億4,794万円

土木費
33億6,651万円

教育費
27億7,498万円

消防費
14億3,605万円

一般会計  254億5,300万円
 172億7,231万円

427億2,531万円

……
……

……

2.8%↑
特別会計・公営企業会計 5.6%↓

予算総計 0.8%↓

前年度比：
前年度比：

前年度比：

＊表中の数値については、万円単位に四捨五入しているので、金額・合計等が一致していない場合があります。
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おめでとうございます

２
月
18
・
19
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
４

年
度
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大

会
に
お
い
て
、
佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
男
子
チ
ー
ム
が
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

２
月
４
日
に
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
い
ば
ら
き
っ

子
郷
土
検
定
県
大
会
」に
お
い
て
、
瑞
竜

中
２
年
生
の
代
表
生
徒
が
出
場
し
、
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。同
検
定
は
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
、郷
土
愛

を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、瑞
竜
中
は
市
の
代
表
校

と
し
て
出
場
。敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
抜

き
、決
勝
戦
に
進
出
し
、市
と
し
て
過
去

最
高
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

瑞
竜
中
が
い
ば
ら
き
っ
子

郷
土
検
定
で
準
優
勝

【後列左から】宮田市長、佐藤校長、有賀教諭、石川教育長
【前列左から】森愛莉さん、草野斗真さん、関大智さん

【左から】宮田市長、細川教諭、西野校長（世矢中）、石川教育長

佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝

【
県
優
秀
教
職
員
表
彰
・
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
】

令
和
４
年
度
県
優
秀
教
職
員
表
彰
で
、瑞
竜
中
の
細
川
雅
行
教
諭
が
優
秀
教
職
員
に
加
え

て
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
）
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。Ｔ
Ｏ
Ｔ
と

は
、優
秀
教
職
員
の
中
で
、特
に
継
続
的
な
実
践
で
成
果
を
あ
げ
、他
の
教
員
の
指
導
力
向

上
に
寄
与
し
て
い
る
教
員
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
文
部
科
学
大

臣
優
秀
教
職
員
と
し
て
も
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。細
川
教
諭
は
、
社
会
科
に
お
い
て
社
会
へ

の
参
画
意
識
の
醸
成
と
主
体
的
に
考
え
る
力
の
育
成
に
つ
い
て
研
究
。「
自
分
で
考
え
、
自

分
で
決
め
る
」授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」運
動
推
進
校
表
彰
】

令
和
４
年
度
優
れ
た
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣

表
彰
に
お
い
て
、世
矢
中
学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。文
部
科
学
省
で
は
、運
動
、食
事
、睡

眠
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
隔
年
で
こ
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。世
矢
中
で
は
、
令
和
３
年
度
に

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
〜
生
活
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
サ
イ
ク
ル
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
」と
題
し
、
講
演
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
ク
イ
ズ
を
活
用
し
た
啓
発
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰

永
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ

た
統
計
調
査
員
の
長
澤
孝
至
さ
ん
（
木

崎
二
町
）
が
県
統
計
協
会
総
裁
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
功
労
者
表
彰

＊学年は令和 4年度のもの
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TOPICS

前列中央が松原さんご夫妻

２
月
13
日
、太
田
西
山
高
校
の
２
年
生
10
人
が
企
業
紹
介

動
画
の
撮
影
に
挑
戦
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、
高
校
生
の
目

線
で
動
画
を
作
成
し
、就
職
を
検
討
し
て
い
る
同
世
代
に

企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
就
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
解
消
す
る
た
め
市
が
提
案
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
。茨

城
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
の
協
力
を
得
て
、
工
場
内
の
様
子
や

社
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。編
集

な
ど
も
生
徒
が
行
い
、
完
成
し
た
動
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
の
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
ウ
ェ
ブ
版
）に
公
開
す
る

予
定
で
す
。

太
田
西
山
高
校
生
が

企
業
紹
介
動
画
を
撮
影

２
月
11
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
宝
く
じ

文
化
公
演
「
青
春
の
ア
イ
ド
ル
ヒ
ッ
ト
ス

テ
ー
ジ
」を
開
催
し
、
早
見
優
さ
ん
と
森

口
博
子
さ
ん
の
お
２
人
が
出
演
し
ま
し

た
。今
も
〝
素
敵
な
大
人
の
女
性
〞
と
し

て
活
躍
す
る
２
人
の
楽
し
い
ト
ー
ク
と
、

色
あ
せ
な
い
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
の
数
々
で
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

宝
く
じ
文
化
公
演

「
青
春
の
ア
イ
ド
ル
ヒ
ッ
ト

ス
テ
ー
ジ
」を
開
催

２
月
８
日
、
常
陸
太
田
合
同
庁
舎
に
て
、
増
井
町
で
ブ
ド
ウ
栽
培
に
取
り

組
む
、
松
原
勝
之
さ
ん
と
愛
さ
ん
ご
夫
婦
に
よ
る
家
族
経
営
協
定
調
印
式

が
、
県
北
農
林
事
務
所
経
営
普
及
部
門
長
、
市
農
業
委
員
会
長
立
ち
合
い

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
取
り
組
む
農
業

経
営
に
つ
い
て
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
就
業
条
件
な
ど
の
話
し
合
っ

た
取
り
決
め
を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。目
指
す
べ
き
農
業
経
営
の
姿

や
、
家
族
全
員
が
意
欲
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

家
族
間
で
共
通
認
識
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
改
善
・
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

松
原
勝
之
さ
ん
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
地

域
の
先
進
ぶ
ど
う
農
家
で
研
修
を
受
け
て
お
り
、
令
和
５
年
１
月
に
協
力

隊
を
退
任
、
農
業
経
営
を
開
始
し
ま
し
た
。今
回
の
家
族
経
営
協
定
調
印

を
契
機
に
、
松
原
夫
妻
の
農
業
経
営
が
よ
り
発
展
し
、
地
域
の
中
心
的
な

農
業
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
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TOPICS

「常陸太田のおそば屋さんの会」の皆さんより
温かいご支援
ありがとうございます

87,872円
（新そばチャリティフェアで集められた寄付金）

２
月
22
日
、Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
の
皆
さ
ん
が
、
出
荷
最

盛
期
を
迎
え
た
花
桃
を
市
役
所
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。奥
久
慈

の
花
桃
は
、
年
々
市
場
か
ら
の
注
文
が
増
え
、
今
季
は
過
去
最
高

の
出
荷
量
が
見
込
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。届
け
ら
れ
た
花
桃

は
、
太
田
西
山
高
校
の
生
徒
が
生
け
込
み
を
行
い
、
市
役
所
ロ

ビ
ー
に
飾
ら
れ
、色
鮮
や
か
な
花
々
が
来
庁
者
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。

3
月
19
日
、山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育
館
で「
武
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」を
開
催
し
、
約
1
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
し
て
、2
0
0
8
年
の
北
京
五
輪
と
2
0
1
6
年
の
リ
オ

五
輪
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
中
村
美
里
さ
ん
が
登
場
。自
身
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
武
道
関
係
者
や

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
演
舞
披
露
、中
村
さ
ん
に
よ
る
武
道
体
験
な

ど
も
行
い
、武
道
に
親
し
み
ま
し
た
。

武
道
フェス
ティ
バ
ル

奥
久
慈
の
花
桃
を
P
R
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幼稚園でのおもいで、宝物

世矢幼稚園と久米幼稚園は、近年の園児数減少により発達段階に応じ
た保育形態をとることが難しいことなどから、令和４年度をもって閉園
となりました。３月18日、各幼稚園の閉園式を執り行いました。

世矢幼稚園閉園式

久米幼稚園は昭和46年の創立以来、51年にわたって久米
地区における幼児教育の拠点として親しまれてきました。
萩谷和昭園長はあいさつのなかで「地域の方々との交流が
人を思いやる心や自立心、郷土愛を育む」ことに触れ、幼稚
園への温かなご支援に感謝を述べました。また７人の園児
たちは「これからも、明るく楽しく元気よく頑張ります！あり
がとうございました！」と感謝の気持ちを伝え、最後は元気
に「たいせつなたからもの」を歌い歴史に幕を閉じました。

久米幼稚園閉園式

世矢幼稚園は昭和45年の創立以来、52年にわたって世矢
地区における幼児教育の拠点として親しまれてきました。
井坂いずみ園長はあいさつのなかで、「世矢幼稚園はなく
なるけれど、幼稚園の思い出という宝物がたくさん詰まっ
た『せやっこ』の皆さんは、これからぐんぐん新しい場所で
大きく羽ばたいていけます」と７人の園児たちにエールを
送りました。「幼稚園のおもいで」では、世矢幼稚園創立か
らの歩みを映像で振り返り、最後に園児たちに保護者も交
えて元気よく園歌を斉唱して歴史に幕を閉じました。

9
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第2回市議会定例会

令和５年第２回市議会定例会は３月３日～３月23日まで開催。補正予算や条例制定などの議案が提出され、
次のとおりとなりましたので、主な内容をピックアップしてご紹介します。 ◆問：総務課総務行政係（内線３３９）

３月議会で議決された主な事業・予算

◆補正予算に係る事業
項目 内容 予算額

1,970万円路線バス事業者への支援

160万円指定管理者電力価格高騰支援

4,832万2千円電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援

1,484万7千円下水道事業等会計への繰出し

3,102万円小学校の整備

○新型コロナウイルス感染症の影響による移動需要の減少により、減
収が顕著である地域間幹線路線バス事業者および高速路線バス事
業者に対する運行継続のための支援金の支給

○コロナ禍において、電力価格高騰の影響が特に大きい高圧電力契約
による電力供給を受けている公共施設の指定管理者に対する支援金
の支給

○電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計へ
の影響が大きい低所得世帯に対する給付金の支給

○公共下水道事業の不適切対応により発生した不具合等への対策費用
の一部に充てること並びに早期の問題解消による社会的信用の回復
に資することを目的とした特別職および職員の給与減額分につい
て、懲戒処分や自主返納分と合わせて、対策費用の一部に充当

○峰山小学校（校舎）および機初小学校（校舎および屋内運動場）の照
明をLED化

◎議決結果（条例関係）
項目 内容

市公共施設等総合管理基金の設置、
管理及び処分に関する

条例の制定

市中小企業・小規模企業
振興条例の制定

市個人情報の保護に関する
法律施行条例の制定

市診療所の設置及び
管理に関する条例の一部を
改正する条例の一部改正

議決結果

可決

可決

可決

可決

○公共施設等の長期にわたる着実な維持管理および適正な配置を推進
するための財源を確保する基金を設置するため制定

○本市の地域経済と雇用の基盤を支え、地域社会の発展と市民生活の
向上に重要な役割を果たしている中小企業および小規模企業の振興
に向けて、基本理念、市の責務および中小企業等の振興に関する施
策の基本となる方針を定めるため制定

○デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律が令
和3年5月19日に公布され、個人情報の保護に関する法律の地方公
共団体に係る規定が令和5年4月1日から施行されるため制定

○天下野診療所の診療日および診療時間について、昨年の12月議会で
の議案の議決後、診療日および診療時間を増やすことになったため、
議決した改正条例を見直すため改正

◎議決結果（その他の議案）
項目 内容

市道路線

人事案件

議決結果
可決

同意

○市道路線の廃止・認定

和解 可決○物損事故に関する和解内容の追認
○教育長、教育委員会委員、人権擁護委員の任命・推薦

◎議決結果（予算関係）
項目 内容

○一般会計…9億8,394万4千円を減額
○国民健康保険特別会計…1,155万5千円を減額
○後期高齢者医療特別会計…623万9千円を減額
○介護保険特別会計…1億4,140万7千円を減額
○水道事業会計、工業用水道事業会計、簡易水道事業会計、下水道
　事業等会計…収入および支出予定額の補正　等

○一般会計、特別会計、公営企業会計…総額４27億2,531万円
　（詳細は5ページ）

令和４年度 補正予算

令和５年度 当初予算

議決結果

可決

可決



公共下水道事業（四季の丘はたそめ区域）の改修方針について

◆「四季の丘はたそめ」区域の計画汚水量
「四季の丘はたそめ」区域の計画汚水量は、実際の人口や水道使用量の状況等から、時間当たりの最大汚水量を
0.019㎥／秒と見直しました（見直し前は0.006㎥／秒）。

◆対策費用
バキューム車による汚水引抜き費用および「四季の丘はたそめ」自治会所有の汚水処理施設使用料に、工法検討・詳
細設計業務委託料と工事費を合わせた対策費用（概算）は約4億4,500万円を見込んでいます。なお、対策費用の一部
を職員給与の減額分にて補填します。

◆今後のスケジュール
・令和5年3月～　　　　　　　　　詳細設計着手
・令和５年度下期～令和7年度　　　工事実施

❶「四季の丘はたそめ」内は、計画汚水量の見直しを踏まえ、既設の下水道施設（マンホールポンプ（２箇所）、口径100㎜
の圧送管）を使用するとともに、新たにマンホールポンプ（1箇所）の増設と口径150㎜の圧送管を追加で整備します。

❷下流区間の新たな圧送管(口径150㎜)の整備ルートは、施工性・維持管理性の観点から、交通量や埋設物の多い市
道・国道を避け、東部土地区画整理事業区域の金井近隣公園を迂回するルートとし、幹線への流入箇所について
は、既設流入箇所（幹線口径300㎜）より流下能力に余裕のある約２００ｍ南側（幹線口径450㎜）とします。

◆「四季の丘はたそめ」区域の公共下水道事業改修方針

「四季の丘はたそめ」区域において発生した公共下水道の不具合について、抜本的対策となる改修方針がまとまりま
したので、お知らせします。

問 下水道課（内線522・523）

公共下水道事業（四季の丘はたそめ区域）改修ルート図

D街区

C街区

B街区

A街区

パルティホール

「四季の丘はたそめ」

国道３４９号

スーパー

機初小学校

常陸太田市役所
国道３４９号バイパス

スーパー

既設マンホールポンプ既設流入箇所
（口径300mm）

既設
新設
幹線

「四季の丘はたそめ」内
下流区間

金井近隣公園

新設マンホールポンプ

新設流入箇所
（口径450mm）

里川
既設マンホールポンプ

国道２９３号バイパス

N
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3月24日現在の情報を掲載しています。
最新の情報は、市ホームページや
厚生労働省ホームページでご確認ください。

新型コロナワクチン接種関連情報
厚生労働省
ホームページ市ホームページ

接種を希望する方はご連絡ください。

令和５年春開始接種を進めます
◆接種時期：5～8月　　◆接種回数：1回
◆対象者：これまでの接種回数にかかわらず、少なくとも初回接種（1・2回目）が終了している方のうち、
　以下のいずれかに該当する方
　・65歳以上の高齢者　　・医療機関、高齢者・障害者施設等の従事者
　・5歳以上で基礎疾患を有する方その他重症化リスクが高いと医師が認める方
◆市内で使用するワクチン：オミクロン株対応ファイザー社またはモデルナ社2価ワクチン（BA.1またはBA.4-5）
◆接種券発送等：2月末までに前回の接種をした対象者へ接種券等をお送りします。

＊令和5年春開始接種に使用する予診票等は、今回発送するものを使用してください。
＊5～11歳の方で、5月7日（日）までにオミクロン株対応ワクチンを接種済みの方も、上記に該当すれば接種対象となります。

令和5年度における新型コロナワクチン接種のイメージ＊厚生労働省の資料より抜粋

区分 発送時期 手続き等

65歳以上の方 5月上旬予定
調査票（はがき）に、ご希望の内容を記入の上、返送してください。市が
接種日と会場を調整し、後日はがきでお知らせします。
＊施設等の入所者は、当該施設等へご確認ください。

前回までの基礎疾患申請状況と接種状況により、5月中を目途に接種券を発送する予定
です。詳細は決まり次第お知らせします。基礎疾患を有する方等

（月～土曜日〈祝日を除く〉午前9時～午後5時）

耳の不自由な方専用
FAX 番号 0294-72-0123

市相談・予約コールセンター

☎0120-226-380
＊電話がつながらない場合は、時間をおいてからおかけ直しください。

12歳以上の方を対象に現在実施しているオミクロン株対応2価ワクチンの接種は、令和5年春開始
接種の実施に伴い、５月７日（日）までで終了となります。接種を希望する方は、早めにご予約ください。

＊3月8日以降は追加接種にはオミクロン株対応2価ワクチンを用いることになります。

12歳以上

5～11歳

6カ月～4歳

〈令和5年春開始接種〉〈令和4年秋開始接種〉

現行の特例臨時接種 【自己負担なし】 特例臨時接種の延長 【自己負担なし】

従来型ワクチン

初回接種（1・2回目）
追加接種（3回目）

オミクロン株対応2価ワクチン
オミクロン株対応
2価ワクチン

オミクロン株対応2価ワクチン

オミクロン株対応2価ワクチン追加接種

基礎疾患を有する方（5～11歳）は
さらに1回追加接種可能

初回接種（1・2回目）を終了した
高齢者（65歳以上）、基礎疾患を

有する方（12～64歳）、医療従事者等

2022年度 2023年度

3月8日開始 5月8日～8月 9月以降

従来型ワクチン
初回接種（1～3回目）

使用するワクチンは
引き続き検討

初回接種（1・2回目）を
終了した

5歳以上のすべての方

〈令和5年秋開始接種〉

上記以外の方
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INFORMATION

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
悪
用
し
た

還
付
金
詐
欺
に
注
意

・
還
付
金
詐
欺
は
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
ま
せ
る
手
口
が

主
で
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
悪
用
し
た
還
付
金
詐
欺
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
を
か
た
り
「
保
険

料
の
還
付
が
あ
る
」
な
ど
と
電
話
し
、
還
付
金
を
受
け
取
る
た
め
と
言
っ

て
銀
行
口
座
の
番
号
や
暗
証
番
号
な
ど
を
聞
き
出
し
、
本
人
に
成
り
済
ま

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
利
用
を
申
し
込
み
、
預
金
を
他
の

口
座
に
不
正
に
送
金
す
る
手
口
で
す
。

・
公
的
機
関
や
金
融
機
関
な
ど
が
、
口
座
番
号
や
暗
証
番
号
な
ど
を
聞
き

出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
教
え
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

・お
金
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
電
話
は
、詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
困
っ

た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
男
性
か
ら
「
健
康
保
険
料
の
払
い
戻

し
が
約
３
万
円
あ
る
」
と
電
話
が
あ
り
、
払
い
戻
し
を
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。
そ
の
後
、
払
い
戻
し
先
の
口
座
が
あ
る
金
融
機
関
を
名
乗
っ
た

電
話
が
あ
り
、
暗
証
番
号
を
聞
か
れ
た
。
教
え
た
く
な
か
っ
た
が
「
キ
ャッ

シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
が
そ
ち
ら
に
あ
る
の
で
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
、
伝
え

て
し
ま
っ
た
。
不
安
に
な
り
、
そ
の
金
融
機
関
に
確
認
す
る
と
、
勝
手
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
申
し
込
み
が
さ
れ
て
い
た
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

事 

例

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

民
生
委
員・児
童
委
員
が
令
和
５
年
３
月
１

日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
県
知
事

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。お
住
ま
い
の
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、社

会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
民
生
委
員・児
童
委
員：猿
田
文
雄
氏

◆
担
当
地
区：馬
場
町（
上
）

◆
問：社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係（
内
線
１

４
２
）

昭
和
62
年
９
月
か
ら
天
下
野
診
療
所
の
医

師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
、吉
本
高
明
先
生
が

令
和
５
年
３
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。吉

本
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
へ
き
地
医
療
に

取
り
組
ま
れ
、ま
た
市
の
嘱
託
医
と
し
て
保

健
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

天
下
野
診
療
所
の
吉
本
先
生
、

長
い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新
た
に
民
生
委
員・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

消
費
生
活
相
談

石
川
八
千
代
教
育
長
が
3
月
31
日
付
で
退

任
さ
れ
ま
し
た
。石
川
氏
は
、平
成
30
年
に

教
育
長
に
就
任
。5
年
間
、市
の
教
育
行
政

発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。5
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
5
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
同
意
を
受
け
、滝
睦
美
氏
が
4
月
1
日

付
で
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

石
川
教
育
長
が
退
任

新
教
育
長
に
滝
睦
美
氏

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

お
茶
の
水
女
子
大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
61
年
4
月
に
茨

城
県
に
入
庁
。企
画
部
地
域
計
画
課
係
長
、商
工
労
働
部

中
小
企
業
課
課
長
補
佐
、企
画
部
県
北
振
興
課
副
参
事
、

産
業
戦
略
部
中
小
企
業
課
長
、
保
健
福
祉
部
子
ど
も
政

策
局
長
、保
健
福
祉
部
次
長
、監
査
委
員
事
務
局
長
な
ど

を
経
て
、令
和
5
年
3
月
に
退
職
。

13



INFORMATION

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

世
界
で
活
躍
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
総
勢
約

20
組
が
、日
立
市
に
大
集
合
。会
場
を
変
え
て
２

日
間
行
う
、
全
国
で
も
珍
し
い
大
道
芸
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
か
れ
て
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、パ
ン
ト
マ
イ
ム

な
ど
、「
ま
ち
な
か
」で
笑
い
と
驚
き
に
満
ち
た
不

思
議
な
空
間
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
：
５
月
13
日（
土
）正
午
〜
午

後
7
時
30
分
・
・
・

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
新

都
市
広
場（
日
立
市
幸
町
）ほ
か

５
月
14
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
５
時
・
・
・
よ

か
っ
ぺ
通
り
（
日
立
市
多
賀
町
・
常
陸
多
賀
駅

前
）ほ
か

◆
問
：
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー　
交
流
事
業

課（
24
‐
７
７
１
１
）

４
年
振
り
に
開
催
！

ひ
た
ち
国
際
大
道
芸
２
０
２
３

第
16
回
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
親
子
ふ

れ
あ
い
大
会
結
果

２
月
11
日
大
里
ふ
れ
あ
い
広
場
周
辺

＊
学
年
は
令
和
４
年
度
の
も
の

▼
親
子
（
小
学
１
年
男
子
）
の
部
１
位 

木
村
優
斗
・
俊
博（
峰
山
小
）２
位 

黒

澤
詠
斗
・
雄
斗
・
幸
男（
機
初
小
）３

位 

小
薗
朝
陽
・
靖
範（
太
田
小
）▼
親

子（
小
学
１
年
女
子
）の
部
１
位 
須
田

姫
華
・
絢
子（
太
田
小
）２
位 

助
川
咲

茉
・
竜
馬（
太
田
小
）３
位 

白
水
愛
理
・

ゆ
か
り（
峰
山
小
）▼
親
子（
小
学
２
年

男
子
）
の
部
１
位 

冨
田
大
和
・
和
雄

（
太
田
小
）
２
位 

鯉
渕
壮
・
弘
之
（
太

田
小
）
３
位 

廣
木
航
・
憲一（
金
砂
郷

小
）▼
親
子（
小
学
2
年
女
子
）の
部
１

位 

横
山
凜
奈
・
雄一（
峰
山
小
）
２
位 

小
川
聖
菜
・
正
博（
世
矢
小
）３
位 

土

田
花
怜
・
英
明
（
峰
山
小
）▼
小
学
３

年
男
子
の
部
１
位 

庄
司
大
悟
（
峰
山

小
）２
位 

片
根
志
真（
太
田
小
）３
位 

多
神
田
陽
大
（
太
田
小
）▼
小
学
３
年

女
子
の
部
１
位 

岩
間
珠
愛（
水
府
小
）

２
位 

窪
谷
美
瑠（
金
砂
郷
小
）３
位
萩

谷
直
禾
（
峰
山
小
）▼
小
学
４
年
男
子

の
部
１
位 

武
藤
悠
和（
機
初
小
）２
位

黒
羽
礼
碧（
峰
山
小
）３
位 

矢
部
隼
飛

（
峰
山
小
）▼
小
学
４
年
女
子
の
部
１

位 

加
藤
衣
万
里
（
峰
山
小
）
２
位 

櫻

井
理
央
（
水
府
小
）
３
位 

金
子
心
結

（
誉
田
小
）▼
小
学
５
年
男
子
の
部
１

位 

横
山
駈
（
峰
山
小
）
２
位 

髙
木
励

仁（
太
田
小
）３
位 

田
村
翼（
太
田
小
）

▼
小
学
５
年
女
子
の
部
１
位 

坂
爪
ま

ひ
る（
太
田
小
）２
位 

吉
成
絆
奈（
峰

山
小
）
３
位 

萩
谷
侑
禾
（
峰
山
小
）▼

小
学
６
年
男
子
の
部
１
位 

土
田
将
生

（
峰
山
小
）２
位 

橋
本
司（
峰
山
小
）３

位 
塙
海
智
（
太
田
小
）▼
小
学
６
年
女

子
の
部
１
位 

黒
羽
優
花（
誉
田
小
）２

位
富
永
莉
央（
金
砂
郷
小
）３
位 

鯉
渕

莉
央
（
金
砂
郷
小
）▼
中
学
１
年
男
子

の
部
１
位 

木
村
史（
水
府
中
）２
位
會

澤
昊（
水
府
中
）３
位 
関
翔
馬（
世
矢

中
）▼
中
学
１
年
女
子
の
部
１
位 

白

水
愛
麻（
峰
山
中
）２
位 

白
石
遥（
太

田
中
）▼
中
学
２
・
３
年
男
子
の
部
１

位 

川
又
大
知
（
峰
山
中
）
２
位 

猿
田

啓
斗（
水
府
中
）３
位 

島
根
敬
太（
金

砂
郷
中
）▼
中
学
２
・
３
年
女
子
の
部

１
位 

山
田
芭
菜
（
太
田
中
）
２
位 

菊

池
こ
こ
む（
金
砂
郷
中
）３
位 

木
村
茉

央（
金
砂
郷
中
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
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● 常陸太田市役所 72-3111

常陸太田市からのお知らせ

15

市民の皆さんの利便性向上を図るため、市役所の窓口へ出向くことなく、いつでもどこからでも必要な行
政手続きが行えるよう電子申請サービス（いばらき電子申請・届出サービス）の拡充を行いました。

いつでもどこからでも行政手続きが行える電子申請サービスをご利用ください

【電子申請サービスとは】
電子申請サービスとは、これまで紙面により提出いただいていた申請や届出などの行政手続きを、お手持ちのスマー
トフォンやパソコンからインターネットを利用して、電子的に行えるサービスです。

【電子証明書の利用について】
一部の申請手続きにおいては、申請者本人であることの証明をいただくため、
電子証明書が必要です。電子申請サービスでご利用できる電子証明書は以下のとおりです。
●個人向け…公的個人認証サービス（個人番号（マイナンバー）カードに格納）
●法人向け…商業登記に基づく電子署名

【アクセス方法】
右記のQRコードをスマートフォン等で読み取ることで電子申請サービスにアクセスできます。
受付可能な手続きは随時拡充していきます。

【主なお手続き（一部）】
○国民健康保険税納付済確認書
○英語検定料助成金交付申請書・請求書
○スポーツ施設使用許可申請書
○自転車駐車場使用登録申請書
○放課後児童クラブ休級・退級申出書
○行政協力員等報償　口座振込依頼書
○国民健康保険被保険者証再交付申請書
○はり・きゅう・マッサージ助成券交付申請書
○医療福祉費受給者証再交付申請書
○学校体育施設使用許可申請書
○新婚家庭家賃助成金変更申請書
○常陸太田市乗合タクシー運行事業利用者登録申請書
○児童手当等の受給資格および児童手当の額についての認定請求

◆問：企画課デジタル化推進室（内線305・306）

○児童手当等の額の改定の請求および届出
○児童手当等の現況届
○保育施設等の利用申込・現況届
○妊娠の届出
○介護保険要介護・要支援認定申請書
○介護保険負担割合証の再交付申請
○介護保険負担限度額認定申請



常陸太田市からのお知らせ

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111 16

高
齢
者
を
対
象
に
、腰
痛
、関
節
痛
の
緩
和
や
筋
力
低

下
の
防
止
の
た
め
の
水
中
運
動
教
室
を
行
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
き： 

６
月
１
日・８
日・15
日・22
日・29
日
、９
月

７
日・14
日・21
日・28
日
、10
月
５
日

午
後
１
時
〜
３
時（
全
日
程
と
も
木
曜
日
、全
10
回
）

◆
と
こ
ろ：市
温
水
プ
ー
ル

◆
内
容：浮
力
を
利
用
し
た
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

◆
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
／
プ
ー
ル
に
入
る
の
に
付
き
添
い

や
補
助
を
必
要
と
し
な
い
方

◆
持
参
す
る
物：水
着
、ス
イ
ム
キ
ャッ
プ
、ゴ
ー
グ
ル
等

◆
定
員：20
人

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、こ
の
教
室
に
参
加
し
た
回

数
が
少
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

◆
参
加
料：１
回
４
２
０
円

◆
申
込
期
限：５
月
18
日（
木
）

◆
申
込
方
法
：
温
水
プ
ー
ル
、ま
た
は
高
齢
福
祉
課
、

各
支
所
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申・問： 
温
水
プ
ー
ル（
80
‐
６
５
５
６
）／
高
齢
福

祉
課
介
護
保
険
係（
内
線
１
５
６
）

介
護
予
防
の
た
め
の
水
中
運
動
教
室

令和5（２０２3）年度市税等納期限

5月1日（月）

5月31日（水）

6月30日（金）

7月31日（月）

8月31日（木）

10月2日（月）

10月31日（火）

11月30日（木）

12月25日（月）

令和6年1月31日（水）

2 月 29 日（木）

納期限 納付する税目等
固定資産税・都市計画税（１期）、里川堰土地改良区費（１期）、
辰ノ口堰土地改良区費（１期）、金砂郷中部土地改良区費（全期）

軽自動車税（全期）

市県民税（１期）、里川堰土地改良区費（２期）

市県民税（２期）、国民健康保険税（２期）、後期高齢者医療保険料（２期）、介護保険料（２期）

国民健康保険税（３期）、後期高齢者医療保険料（３期）、介護保険料（３期）、里川堰土地改良区費（３期）

市県民税（３期）、国民健康保険税（４期）、後期高齢者医療保険料（４期）

国民健康保険税（５期）、後期高齢者医療保険料（５期）、介護保険料（４期）、辰ノ口堰土地改良区費（３期）

固定資産税・都市計画税（３期）、国民健康保険税（６期）、後期高齢者医療保険料（６期）、
介護保険料（５期）、里川堰土地改良区費（４期）

市県民税（４期）、国民健康保険税（７期）、後期高齢者医療保険料（７期）、介護保険料（６期）

固定資産税・都市計画税（４期）、国民健康保険税（８期）、後期高齢者医療保険料（８期）

固定資産税・都市計画税（２期）、国民健康保険税（１期）、後期高齢者医療保険料（１期）、
介護保険料（１期）、辰ノ口堰土地改良区費（２期）



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-111117

主な施設等のゴールデンウィークの開館・営業日

＊清掃センターへの持込の時間は、午前８時30分～午後４時30分（正午～午後１時除く）です。
◆問：清掃センター（72-３３１６）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

休

○

○

休

休

休

休

休

休

休

休

休休 ○

休

休○

休

休燃やすごみの収集

資源物・燃えないごみの収集

清掃センターへの持込

4/30
（日）

5/1
（月）

5/2
（火）

５/６
（土）

５/７
（日）

５/８
（月）

５/３
（水）

5/4
（木）

4/29
（土）

5/５
（金）

図書館（72-5555）

梅津会館（72-3201）

パルティホール（73-1234）

じょうづるはうす（32-7155）

太田温泉やまぶきの湯
（総合福祉会館内72-2111）

温水プール（80-6556）

生涯学習センター（72-8888）

交流センターふじ（76-2221）

水府総合センター（85-0142）

里美文化センター（82-2204）

春友手づくり工芸センター（78-0940）

山吹運動公園（72-6510）

白羽スポーツ広場（72-8500）

春友テニスコート（72-6510）

大里ふれあい広場（76-3131）

水府海洋センター（85-1311）

里美運動公園（72-6510）西山研修所（72-0359）

次の施設は月曜休館です。
4/29

（土・祝）
4/30
（日）

5/1
（月）

5/2
（火）

５/３
（水）

5/4
（木）

５/６
（土）

５/７
（日）

５/８
（月）

５/9
（火）

5/５
（金）

休 休○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

清掃センターのゴールデンウィーク中のごみ収集と持込について

＊下記の施設の営業日は次のとおりです。
4/29
（土）

4/30
（日）

5/1
（月）

5/2
（火）

５/３
（水）

5/4
（木）

５/６
（土）

５/７
（日）

５/８
（月）

５/9
（火）

5/５
（金）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
○ ○

○
○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○
○ ○○

休水府ふるさとセンター竜っちゃん乃湯（87-0543）
里美温泉保養センターぬく森の湯（82-3366）

西金砂湯けむりの郷金砂の湯（76-9919）



常陸太田市からのお知らせ
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NHK「民謡魂 ふるさとの唄」公開収録の観覧者を募集します
本市を舞台に「民謡魂　ふるさとの唄」を実施します。全国各地に脈々と息づく唄や郷土芸能の数々を掘り起こし、ふ
るさとの“知られざる魅力”を再発見する番組です。観覧希望の方は、専用申込フォームからお申し込みください。

◆問：企画課企画係（内線３１１・３１２）／ＮＨＫ水戸放送局（０２９-２３２-９７２２）

◆ご注意
＊未就学児の入場はお断りします。
＊18歳未満の方が応募する際には、保護者の承諾を得た上で、申込フォームに「保護者の
承諾の有無」と「保護者のお名前・電話番号」を必ず入力してください。

＊ご応募は、お１人様１件に限らせていただきます。同一メールアドレスでの重複申し込みはできません。
＊応募多数の場合は、抽選の上、当選された方には希望人数（２人まで）でご入場いただける入場整理券を６月７日
（水）頃に郵送します。落選された方には６月８日（木）午後３時以降に、落選通知メールをお送りします。なお、座席は
入場整理券で事前に指定させていただきます。

＊ご応募いただいた方には受付確認メールをお送りします。受信拒否設定などをされている方は、あらかじめnhk.jp
からのメールを受信できるよう、設定の変更をお願いします。

＊インターネットなどでの入場整理券の売買は固くお断りします。

◆とき
６月25日（日）
開場　午後５時　
開演　午後６時　
終演予定　午後7時30分

◆申込期限
５月24日（水）午後11時59分
◆申込方法
NHKサイト（https://www.nhk.or.jp/mito）の
専用申込フォームからお申し込みください。
◆出演予定

【司会】城島茂（TOKIO）、近藤泰郎アナウンサー
【ゲスト】未定

◆ところ
パルティホール

NHK水戸放送局
ホームページ



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-111119

画
的
に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、公
害

や
災
害
の
防
止
に
役
立
て
、良
好
な
都
市

環
境
の
形
成
を
図
る
制
度
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
土
地：市
街
化
区
域
内
に

あ
る
農
地
等
で
、次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す一団
の
土
地

●
公
害
や
災
害
の
防
止
、ま
た
農
林
業
と

調
和
し
た
都
市
環
境
の
保
全
な
ど
、良
好

な
生
活
環
境
の
確
保
に
相
当
の
効
果
が

あ
る
こ
と

●
公
共
施
設
等
の
敷
地
の
用
に
供
す
る

土
地
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と

●一区
域
の
面
積
が
、１
千
㎡
以
上
の一団

の
農
地
等
の
区
域
で
あ
り
、幅
員
４
メ
ー

ト
ル
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
こ
と

（
現
在
幅
員
1.8
メ
ー
ト
ル
以
上
で
将
来
４

メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
を
確
保
す
る
こ

と
が
見
込
め
る
も
の
を
含
む
）

●
農
業
従
事
者
、用
排
水
、日
照
、通
風
等

の
状
況
を
勘
案
し
て
、農
業
の
継
続
が
可

能
で
あ
る
こ
と

●
指
定
区
域
内
の
土
地
に
関
す
る
権
利

を
有
す
る
方
全
員
の
同
意
が
得
ら
れ
る

こ
と

＊
土
地
の
形
状
に
よ
っ
て
は
指
定
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間：４
月
17
日（
月
）〜
５
月
16

日（
火
）

◆
受
付
場
所：都
市
計
画
課
計
画
整
備
係

（
市
役
所
本
庁
２
階
）

◆
申
請
に
必
要
な
書
類：

●
生
産
緑
地
地
区
指
定
申
請
書（
指
定
様

式
）

●
生
産
緑
地
地
区
指
定
同
意
書（
指
定
様

式〈
該
当
者
が
い
る
場
合
〉）

●
土
地
の
位
置
を
示
す
図

●
公
図
の
写
し

●
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

●
土
地
の
現
況
を
示
す
写
真

＊
指
定
様
式
や
指
定
に
関
す
る
要
項
等

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他
：
申
請
後
、書
類
審
査
お
よ
び

現
地
調
査
を
行
い
、指
定
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

◆
申・問：都
市
計
画
課
計
画
整
備
係（
内

線
２
２
９・２
３
２
）

農
作
業
中
に
機
械
等
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。農
業
経
営
や
家
庭
生
活

の
安
心
の
た
め
、農
業
者
労
災
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
加
入
資
格
：
自
営
農
業
者（
労
働
者
以

外
の
家
族
従
事
者
を
含
む
）

＊
兼
業
農
家
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
給
付
の
種
類：療
養
補
償・休
業
補
償・

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
の
助

成
に
つ
い
て
、フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
の一環

と
し
て
、健
康
保
持
と
心
身
の
安
定
を
図

る
た
め
、対
象
者
の
年
齢
を
75
歳
以
上
か

ら
70
歳
以
上
に
引
き
下
げ
、助
成
券
を
年

４
枚
か
ら
年
６
枚
に
拡
充
し
ま
す
。

◆
対
象
者：

・70
歳
以
上
の
方

・65
歳
以
上
で
１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

◆
助
成
内
容：１
回
あ
た
り
１
千
円
の
助

成
券
を
年
6
枚
交
付
し
ま
す
。

◆
申・問：高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係（
内

線
１
３
１・１
４
４
）、各
支
所

◆
生
産
緑
地
地
区
と
は：市
街
化
区
域
内

に
あ
る
農
地
の
緑
地
機
能
を
活
か
し
、計

生
産
緑
地
地
区
指
定
希
望
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

農
業
者
の
た
め
の

労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

障
害
補
償
等

◆
保
険
料
：
給
付
基
礎
日
額 

５
千
円
の

場
合 

年
額
５
４
７
５
円（
掛
捨
て
）

＊
給
付
基
礎
日
額
５
千
円
か
ら
２
万
円
の

範
囲
内
で
選
択
で
き
ま
す

◆
組
合
費：１
３
０
０
円

◆
補
償
対
象
作
業：指
定
農
業
機
械
を
使

用
す
る
、土
地
の
耕
作・開
墾
、植
物
の
栽

培・採
取
お
よ
び
こ
れ
に
直
接
付
帯
す
る

作
業

◆
指
定
農
業
機
械
と
は：農
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
、自
走
式
田
植
機
、コ
ン
バ
イ
ン
、自

走
式
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
、ト
ラ
ッ

ク
、動
力
剪
定
機
、動
力
草
刈
機
、動
力
脱

穀
機
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど

◆
申
込
方
法：申
込
先
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
労
災
保
険
特
別
加
入
組
合

（
Ｊ
Ａ
常
陸 

太
田
支
店
内 

72‐２
２
４
１
）

令
和
５
年
４
月
か
ら
、

は
り
・
き
ゅ
う
・マッ
サ
ー
ジ

施
術
費
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す



健
康
づ
く
り
推
進
課
保
健
師　
茅
根
英

里
／
総
務
部
税
務
課
主
事　
矢
野
歩
／

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課

主
事　
小
野
美
紀
／
政
策
推
進
室
秘
書

課
自
動
車
運
転
手　
武
藤
裕一／
建
設
部

建
設
課
技
手　
助
川
芳
幸
／
教
育
委
員

会
図
書
館
自
動
車
運
転
手　
川
上
泰
紀

／
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
師　
小
田
部
明
美

総
務
部
契
約
管
財
課
主
事
補 

水
出
優
明

花
／
総
務
部
収
納
課
主
事
補　
眞
籠
希

良
／
企
画
部
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

課
主
事　
渡
邉
亮
太
／
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事
補　
小
幡
ゆ
ら
／
保
健
福
祉

部
保
険
年
金
課
主
事
補　
猪
狩
萌
々
羽

／
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
保

健
師　
髙
島
英
里
佳
／
保
健
福
祉
部
健

康
づ
く
り
推
進
課
管
理
栄
養
士　
生
田

目
彩
乃
／
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社

会
福
祉
課
主
事
兼
社
会
福
祉
主
事　
黒

澤
輝
也
／
農
政
部
農
政
課
主
事　
萩
谷

勇
太
／
建
設
部
建
設
課
技
師
補　
圓
谷

祐
輝
／
消
防
本
部
南
消
防
署
消
防
士　

大
友
瑞
貴

祉
部
保
険
年
金
課
長
）
林
洋
二
／
建
設

部
建
設
課
副
参
事
兼
市
道
0
1
3
9
号

線
整
備
推
進
室
長
（
上
下
水
道
部
上
水

道
課
主
査
兼
工
務
係
長
）
岡
﨑
順一／
建

設
部
都
市
計
画
課
長
（
建
設
部
都
市
計

画
課
副
参
事
兼
計
画
整
備
係
長
）
古
川

寿
行
／
上
下
水
道
部
上
下
水
道
総
務
課

長
（
水
府
支
所
水
府
地
域
振
興
課
長
）

菊
池
靖
明
／
金
砂
郷
支
所
金
砂
郷
地
域

振
興
課
長
（
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事

係
長
）
富
田
弘
明
／
水
府
支
所
水
府
地

域
振
興
課
長
（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
補
佐
兼
新
体
育
館
建
設
準
備

室
長
）
吽
野
靖
司
／
教
育
委
員
会
文
化

課
長
（
教
育
委
員
会
図
書
館
長
補
佐
兼

図
書
係
長
）
富
永
信
也
／
監
査
委
員
事

務
局
長
（
教
育
委
員
会
文
化
課
長
）
髙

橋
知
之

総
務
部
長　
武
藤
範
幸
／
市
民
生
活
部

長　
髙
木
道
安
／
消
防
本
部
消
防
長　

大
関
正
幸
／
参
事
兼
出
納
室
長　
柴
田

雅
美
／
監
査
委
員
事
務
局
長　
関
勝
仁

／
金
砂
郷
支
所
金
砂
郷
地
域
振
興
課
長

　
富
永
靖
史
／
教
育
委
員
会
文
化
課
長

補
佐　
石
川
昌
己
／
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
主
査　
福
田
政
博
／
農
政
部
農

政
課
主
幹 　
吉
澤
貴
嗣
／
保
健
福
祉
部

退
職（
３
月
31
日
付
）

新
規
採
用（
４
月
１
日
付
）

【
部
長
級
】

総
務
部
長
（
企
画
部
長
）
岡
部
光
洋
／

企
画
部
長
（
保
健
福
祉
部
長
）
柴
田
道

彰
／
市
民
生
活
部
長
（
政
策
推
進
室
広

報
広
聴
課
長
）
小
又
理
恵
／
保
健
福
祉

部
長
（
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進

課
長
）
中
嶋
み
ど
り

【
次
長
・
参
事
級
】

商
工
観
光
部
次
長
兼
観
光
振
興
課
長（
商

工
観
光
部
観
光
振
興
課
長
）
荒
蒔
和
裕

／
参
事
兼
出
納
室
長
（
農
政
部
農
政
課

長
）
山
口
宏
造

【
課
長
級
】

政
策
推
進
室
政
策
推
進
課
長
（
商
工
観

光
部
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課
長
）
福

田
洋
昭
／
政
策
推
進
室
広
報
広
聴
課
長

（
総
務
部
税
務
課
長
）
武
藤
充
宏
／
総
務

部
税
務
課
長
（
総
務
部
総
務
課
長
補
佐

兼
人
事
係
長
）
田
辺
宏
明
／
保
健
福
祉

部
保
険
年
金
課
長
（
保
健
福
祉
部
保
険

年
金
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長
）
引
田
桂

子
／
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課

長
（
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課

長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
）
畠
山
直
子

／
農
政
部
農
政
課
長
（
政
策
推
進
室
政

策
推
進
課
長
）
茂
又一海
／
商
工
観
光
部

商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課
長
（
保
健
福

定
期
人
事
異
動（
４
月
１
日
付
）

市職員の人事異動
（カッコ内は旧）

20
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世
の
中
の
「
回
す
」「
動
か
す
」「
止
め
る
」

機
能
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役

割
を
担
っ
て
い
る
瑞
井
精
工
。
代
表
的
な
製

品
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
関
節
部
に
使
わ
れ
る
超

精
密
コ
ロ
や
半
導
体
生
産
設
備
の
鏡
面
シ
ャ

フ
ト
、一眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
極
小
ピ
ン
が
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
シ
ェ
ー
バ
ー
の
刃
を
保
持
す

る
た
め
の
ピ
ン
や
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
主
軸
シ
ャ

フ
ト
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
目
に
す
る

機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
様
々
な
製
品
で
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
顧

客
か
ら
は
「
質
の
高
い
仕
事
」「
期
待
を
裏
切

ら
な
い
仕
事
」
が
評
価
さ
れ
、
誠
実
で
責
任

の
あ
る
企
業
と
し
て
高
い
信
頼
を
得
て
い
ま

す
。「
心
」
と
「
物
」
両
面
の
豊
か
さ
と
幸

せ
を
追
求
す
る
と
同
時
に
社
会
や
地
域
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
進
歩
・
発
展
に

貢
献
し
て
い
く「
も
の
づ
く
り
」の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
集
団
で
す
。

心
物
両
面
の
豊
か
さ

幸
せ
を
追
求
す
る
魅
力
的
な
企
業

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

瑞井精工株式会社
[ 本社 ] 馬場町 948-1
[ 工場 ] 折橋町 825 常

陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

《企業データ》
代表者：井上雅弘
資本金：1,200万円
TEL：82-2241

Vol.
47

うぐいすこども園

４
月
か
ら
は

ぴ
か
ぴ
か
の

１
ね
ん
せ
い
★



おめでとうございます

はじめての
お誕生日
はじめての
お誕生日

木下 開翔さん4 月 19 日生まれ／山下町

かいと飯村 凛煌さん4 月 13 日生まれ／真弓町

りお

山口 旦さん4 月 2 日生まれ／中城町

あさ鈴木 清士朗さん4 月 2 日生まれ／薬谷町

せいしろう

4月で１歳です

満１歳のお子さんの写真大募集！！

市内に住所を有する令和 4年 6月生まれのお子さん（6月号掲載分）
5月10日（水）
お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　（内線 303・304）

対　　象
〆　　切
必要事項
申・問

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課
常陸太田市役所　〒313-8611 茨城県常陸太田市金井町 3690　電話 0294-72-3111（代表）

１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んでス
マートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。プリントした写真を持参や郵送していただくことも可能です。広報広
聴課までお送りください。 ＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

令和5年度がスタートしました！紙面では今年度の施政方針
を詳しく紹介しています。「安全安心なまちづくり」・「健康で快
適な市民生活の実現」・「少子化人口減少対策」・「活力ある
産業づくり」をさらにステップアップさせ、「持続可能な魅力溢
れるふるさと常陸太田」の実現を目指します！

表紙に

よせて ホームページ

常陸太田市ホームページ・SNS

＊QRコードは（株）デンソーウェーブ登録商標です。




